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要 　 　旨

　本研 究で は，視 線一致型 T＞ 会議 シ ス テ ム を利用 し，早稲田大学 と岡 崎女子 短期大学間 を接続し，視線が一
致する 遠隔

環 境と
一

致 し な い 遠隔環 境，お よ び 対面 に よ る 環 境で 交流学習 を実 施 し た。本 稿 で は，こ れ ま で 3 年間 にわ た D2 大学

間で ，実施 した 3 段階の構成か らな る 交 流 学習 の 内容 を概観
・評 価 す る と とも に．下記 の 成 果 につ い て 論 じる。交 流 学

習 に お ける 質 問紙調 査 の 結 果 を共 分 散構 造 分 析 した 結 果 視 線 が
一

致 す る 遠 隔学 習 環 境 で は対 面 によ る学 習 環 境に近 い こ

と が分か っ た ほか，ディ ベート学習で は対面 以上の 効果が得られ た。視線が合わない 遠隔学習環境で は，学習環 境格差が

あ り学習 に対する満足 感が低下す る こ とから，こ れ を補 う方術が必要で あ る こ とが明 らかにな っ た 。

Abstract
In　thisresearch，　it　connects 　between 　Waseda 　University　and 　Okazaki 　Women

’
s　Junior　College　by　using 　videe 　cenferencing 　system ，　and

the　exchange 　leaming　was 　executed 　in　the　fbllowing　three　features： a皿 eye ・contact 　type　distance　environment ，　the　forrner　type （without

eye 　contact ）distanoe　environment 　and 　a　face−to一魚oe　environment ．　In　this　paper，　the　content 　of 　the　exchange 　leaming　that　consists 　of

the　composition 　of 　three　stages 　executed 　fbr　three 　years　between　two　universities 　is　reviewed ，　evaluated ，　and 　the　f（）llowing　result　is

discussed，　As 　a　result　of 　covariance 　structural 　analysis 　on 　result　ofquestionnaire 　surveys 　in　exchange 　leaming ，　it　has　been　understood

to　approximate 　eye −contact 　type 　distance　environmenI 　to　face−to−face　environment ，　the　effect 　of 　face−to一魚ce 　environment 　or　more

was 　achieved 　jn 血 e　debate　study ．　Because 　there　is　a 　study 　environment 　dlfference　in　without 　eye 。 ontact 　distance　 environment ，　the

satisfactien 　to　stuCly　decreases，　it　was 　clarified　that　teaching 　method 　that　supplemented 　this　was 　necessary ，

1．は じめ に

　今 日，双 方向 TV 会議 シ ス テ ム は，ビジ ネス ，医療，教 育な

ど様 々 な場で 活用 さ れ ，通信範囲も国内の み なら ず，国際間 に

お い て も活発 に 行わ れ て い る。また，TV 会議 シ ス テ ム の 通 信

（リ ア ル タ イ ム の 音声 動 画通 信）規 格 自体 も，す で に イ ン ター

ネ ッ ト上 で，H ．323 と して ITU ・T （国 際電気通 信連合
・
遠 隔

通信標準 化 部 門） に よ り，国 際規格 化 （ver ．1 標 準 プ ロ ト コ ル

1996 年） さ れ て い る 。こ の よ うに，すで に 普及段 階 に あ る 現

行の TV 会議シ ス テ ム に は，視野 が 狭い こ とや 通信 タ イ ム ラ グ

な ど，改善点が 山積 して い る。特 に，TV 会議 シ ス テ ム に お け

る
一

番の 問題 点 は，通 信 者双 方の 視 線が 合 わ な い こ と で あ る。

こ の 視線が 合 わ な い 不 自然 さ に 関す る研 究 は，佐 藤 ら
【1］

に よ っ

て，視差角度の 許容 限界 が示 され た ほ か，モ ニ ター上 部 に カ メ

ラ を 取 り付 け る 場合 が ，最 も違和 感 が な い こ と も示 され ，現行

の TV 会 議 シ ス テ ム も，その ほ と ん どが モ ニ タ ー上 部 に カ メ ラ

が設置 され て い る が，根本的 な解決 に は至 っ て い ない の が 現状

で あ る。

　教 育 界 に お け る TV 会 議 シ ス テ ム の 利 用 は ，シ ス テ ム の 流 通

や 通信 イ ン フ ラ の 整備 に 伴い ，現 在，各大学で 多様な遠隔 教育
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が 行われ て い る。また，大学間の み な らず岐阜県教育委員会
［21

の 取 り組 み の よ うに，大 規模 な 初等中等教育機関に お ける 事

例 も見 られ る。しか し上 記 の 理 由 か ら，現行 の TV 会議 シ ス テ

ム は カ メ ラ と画像が離れ て お り，双方の 視線 が 合わ ず 　リ ア リ

テ ィ
ー

の あ る 学習環境 とは 言 い 難い の が 現状 で ある。よ っ て 図

1 に 示す．視線 が一
致す る 双 方向 TV 会議シ ス テ ム を利用 し，

本論文の 先行研究
〔3i［4］

を実施 した 。 こ の 先行研究で は，遠隔教

育 の 経験 が 無 く，か つ 詳細 な学習者特 性が 取得可 能 な 高校生 を

対 象 と し実 験 授業を行 な っ た。そ の 結果，一
斉講義形式 の 遠 隔

教 育 にお い て は，視 線 が一致 した ノ ン バ ーバ ル コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン の 成 立 環 境 が，対 面環 境 に 近 い 学 習環 境 で あ り，教 育 効

果 を上 げる大 きな要 因で あ る こ と と，基礎 学 力 や 外 向傾 向 な ど

の 学習 者特 性 に応 じて，視 線 の
一

致 不
一

致 に よ る環 境 の 違 い が

教 育効果 に差異 を もた らす こ とが わ か っ た。

　 上 記 の 成 果 を元 に，現 在 まで 3 年 間 に わ た り，2 大 学 間 に お

ける 視線
一

致型 TV 会議 シ ス テ ム を利 用 した 遠隔 交流学習 を実

施 して い る 。 本研究で は，専攻が 定め られた 高等教育の 特性を

活か し，異 な る 専門分 野 を学ぶ 学生 同士 が 主体 とな る協調 学習

を中心 に実践 調 査 して い る 。 本研 究で は，先行研 究で 実施 した

短期間の 実験授業 と して で は なく，長期間に わ た る 実践的な学

習 活動 と し て 実施 した 。ま た．2 大学問 の 遠 隔 交流 学習 の 内 容

を，課題型 と非課題型 に分類 し，交流学習の 構成を明確化 した 。

　本稿 で は，こ れ まで に 得 ら れ た，遠 隔交流学習の 構成を示す

と と もに，学習 者間 の 学 び に お い て，視 線
一

致型 TV 会議 シ ス

テ ム 利用環境 （以 下，視線
一

致型 と称す），従来の 視線不
一

致

型 TV 会議 シ ス テ ム 利 用 環境 （以 下．従 来 型 と称す），お よ び

対 面学習 環境 （以 下 ，実 対 面 と称 す ）に 対 して ，学習 者 の 学習

行 動 や 学 習 達成 感 に どの 様 な 差異 を生 じる の か，明 らか と な っ

た こ とを示 す。

2．研究の方法

2．1　 シ ス テム の 概要

　現 在，遮 蔽物 が な く実 際 の 撮 影 映 像 に よ る視 線 一致 型 テ レ

ビ 会 議 シ ス テ ム は，大 き く分類 す る と次 の 2 種 類 が 存 在 す る。

伝 統 的 な もの は T．V．Crater の 研 究
［5］

に よ り基 準 設 計 が 示 され

た，ハ ーフ ミ ラー方 式 で ，特 徴 と して．鮮 明 な画 像 が 得 られ，

近 年 登 場 した 薄 型 モ ニ ターに よ り，30 イ ン チ 程 度 で も小 型 に

設 計 で き る。本 方 式 は Huelamo ［6］
ら に 代 表 され る 研 究 段 階 は

も と よ り，す で に 「NetSHAKER 　TalkEye」（安川 情報 シ ス テ

ム 2005 ）の よ うに市販 タ イ プ も存在す る 。 他方は ，近年，研

究 開 発
E7］　［81

が 進 ん で い る 透 過 ス ク リ
ー

ン 方式 で ，特徴 と して

100 イ ンチ を越 え る 大型 化 が 可 能 な こ と と，ス ク リ
ーン を湾 曲

させ ，よ りリ ア リ テ ィ
ー

の あ る 環境 を構築
［81

で きる 。 ど ち ら

も一
長
一短 が あ る が ，本 研 究 で は 移 動 や 設 置 が 容 易 で ，鮮 明 な

画 像 が 得 られ る ハ
ー

フ ミ ラ
ー方式 を採 用 して い る。

　 図 1 に 本 研 究 で 利 用 した ハ
ー

フ ミ ラ
ー方 式 の 視 線

一
致 型 テ

レ ビ 会議 シ ス テ ム の 構 成 を示 す。本装 置 は大 型 30 イ ン チ TFT

モ ニ タ
ー

（1280 × 1024　pixel）と，ノ」・型 15 イ ン チ TFT モ ニ ター

カメラ

鏡 反転

モニ ター

内側に

カメラ

ハ ーフ ＝
ラ
ー

スクリ
ー

ン

聴

図 1 視線
一

致型 TV会議シ ス テ ム の 構成 と外観

（1024x768 　pixel）の 2 種類が ある。両 装置の コ ン トロ
ー

ル は ，

PC （Windows 　XP ）で 行 い ，音声画像 の 送受信 は DVcommXP

（Ver．1．1　 Fatware，Inc．） を利 用 し，通 信 は TCPIIP網 （使 用

トラ フ ィ ッ ク最大 30Mbps ）で 行 っ た。また，音声伝達環 境は ，

会議用 マ イ ク ス ピーカー （PJP ・100UH ） を 利 用 し，自然 な環

境で ，音声の や り取 りが で きる よ うに配慮 した。

　両装置 は，多くの 人 数が 参加する 岡 崎女子 短期大学側 に 大型

を 設 置 し，比 較 的 少 人 数 で あ る 早 稲 田大 学 側 に 小 型 を 設置 した 。

図 2 に TV 会議シ ス テ ム に よ る 遠隔 学習 環境 と，実対面に よ る

学習環境の 様子 を示す。図 2 （a ）は ，遠 隔学習環境で あ り，

視 線一致 型 と従来型 は こ の よ うに モ ニ タ
ー越 し に コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン す る。図 2 （b ） と比較 す る と，視 線一致 型 と従 来型 は，

同 じ よ うに モ ニ ターと対 峙 して お り，似 た学習環境 に 見 え るが

得 られ る 映 像 は視 線一致型 で は図 2　（c ） よ り，ゲ イ ズ ア ウ エ

ア ネ ス （相 手 の 視 線 の 認識 ）が 成 立す る 環境 で あ る が，図 2 （d ）

で は，成 立 しない 環境 で あ る こ とが，両 者 の 大 きな違 い で あ る。

なお，従 来 型 の 再 現 は，現 行 の 多 くの 従 来型 装 置 が採 用 して い

る，ス ク リーン 上部 に カ メ ラ を固定 し，視線 の 不 自然 さに 関す

る許 容 限界
111

を考 慮 した配 置 で 設 置 した。こ の，再 現 した従

来 型 は，末 武 らの 研 究
［9］

で 比較 した シ ス テ ム と 同様 に，図 2 （d ）

の よ うに，学 習 者双 方 の 視 点 が 下 向 きに な る映 像 と な る。

2 ．2 　 2 大 学 間交 流 学習 の 実 施概 要

　 本研 究 に お け る 大 学 間 交流 学 習 は，早稲 田大 学 人 間科 学 部 人

聞情報学科 3，4 年生．岡崎 女子 短期大学 幼児教 育学 科 1，2 年生

に よ り実 施 した 。早稲 田大 学 の 学 生 は 広 く学 際 的 な学 問 を修 め ，

教 育工 学 系研 究室 に 所属 す る 卒業研 究 生 で あ る。岡崎 女 子 短期

大学の 学生 は 専門職 を養成す る保育者養成課 程 に 在籍 し，子供

と メ デ ィ ア に 関 す る ゼ ミ に 所属 す る 学 生 で あ る。両 学 生 の 履 修

歴 に は 大 き な違 い が 認 め ら れ る が ，教 育 や 学生 生 活 に 関連 す る

事柄 に お い て ，比較的 に ス ム ーズ に 議 論が行 え る こ とが 特徴 的

で あ る。

　各 回 の 交 流 学 習 は，次 の よ う な形 式 で 実施 した。視 線一致型

お よび 従来 型 の 環境 は，両大 学 に視 線一致型 テ レ ビ 会議 シ ス テ

N 工工
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（a ）TV 会 議 シ ス テ ム に よ る遠隔 学習環 境 （b ）実対面 に よ る 学習環境

（c ）視線
一

致型 TV 会議シ ス テ ム 映像　　　　　　　　　　 （d）従来型 TV 会議シ ス テ ム 映像

　　　　　　　　　図 2 学 習環 境 の 比較 お よび 視線一致 型 と従来 型 映像 の 比較

ム を設置 し，約 1 週間程度の 準備期間をあ けて 実施 した。な お，

視線
一

致型 と従来型 の どち ら の 環境で 実 施 する か は，教員側

よ り無作為に 指定 した 。実対面は ，各年度 と も 1 日 を設 定 し 1

〜2 回 の 交流学習 を実施 し た 。

　本研究で は，初年度は お もに 交流型協調 学習の 構成 を検討 し，

実 施 方 法 を確 立 し た
llOl。2 年 目 は ．初 年 度 の 実 施 方 法 に 沿 っ

て ，お もに 非 課 題 型交 流 を中心 に．多様 な交流 学 習 を実 践 調 査

し，交 流 学習 にお け る，学 習行 動 と受講 感 の 学 習 因 果 モ デ ル を

導 い た
［11］。3 年 目 は，こ れ ま で の 成 果 を受 け，効 果 的 な 協 調

学習方術で あ る，デ ィ ベ ートを実施 し．得 られ た 調査 結果 を 2

年 目の 学 習 因果 モ デ ル に 組 み 入 れ，本稿 に そ の 結 果 を示 す。以

下 に ，3 年 間 の 取 り組 み の 概 要 を示 す。

2．2．1　 1 年 目の 取 り組 み （遠 隔交 流学習の 構成 を確 立 ）

　初 年 度 に お け る 大学 問交 流 学習 は．早稲 田大学 人間 科 学部 人

間情 報 学 科 4 年 9 名．岡崎女 子 短 期 大 学幼 児 教 育 学 科 2 年 14

名 に よ り，計 8 回 （視 線一致 型 4 回，従 来 型 3 回，実 対 面 1 回 ：

各 回 60 〜90 分） 実 施 した。

　本 学習 で は ，地 域，年齢，専攻 の 離 れ た学 習者 が，こ れ まで

に経 験 を した こ との ない シス テ ム を介 して協 調 学 習 を行 うた

め．学 習 者 間 の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン や，学 習 コ ミ ュ ニ テ ィ
ー

の

形 成 に は 十 分 な配 慮 が必 要 で あ る と 考 え た。そ こで ，遠 隔交 流

を実施す る に当た り，稲垣 ら
［12］

の 学 校 間 交 流学 習 モ デ ル を参

考 とす る な ど，検 討 を繰 り返 し．最 終 的 に 以 下 の 3 段 階 の 学 習

構 成 を 得 た。

　　非課題 型交流 ；学習 コ ミュ ニ テ ィ
ー

の 形成 を 目的 と し，十

分な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を図 る た め，自己紹介 を始 め，手遊 び

や 言葉遊 び な ど，コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン ゲー

ム を中心 に 実施 した

　 ・課題 型 交 流 ：協調学習 を 目的 と し，学習 コ ミ ュ ニ テ ィ
ー内

で 課題 検討 と提案 を行い 討論形 式で 実 施 した

　
・
学習支 援 ：TV 会議 シ ス テ ム に よ る協調 学習 を補完する た

め ，e
−Mail や SNS （Social　Networking 　Service） を，学 習者

コ ミ ュ ニ テ ィ
ーの CSCL （Computer 　Supported　Collaborative

Learning） と して 活 用 した

　 非 課 題 型 交流 お よび，課 題 型 交 流 は，視線
一

致 型，従 来 型，

お よ び実 対 面 の 3 つ の 学習環 境 で 実 施 した。学習評価 は，全

て の 交流 学 習 終 了後 に事 後 質 問紙 調 査 と して 学 習行 動 や 受講 感

を取得 し た。初 年度 の 研 究 で は，大 学 間交 流 に お け る 3 段 階 の

学習構成 の うち、非課題 型 交 流 が実 質的 に 有効で あ る か を中心

に 調 査 した。得 られ た 成 果
fl°］

よ り，上 記 の 遠 隔 交 流 学習 の 構

成 が 有効 で あ る こ とが わ か っ た。ま た．非 課題 型 交流 は 交 流 の

目的 や 学習 との 関連 を考慮 した 内容 を設 定 す れ ば，よ り有意 義

な導 入 方術 と なる こ とが分 か っ た。詳 細 を，次 章 に て 示 す。

2．22 　2 年目の取 り組み （交流学 習因果モ デル の導出）

　早 稲 田大 学 人 間科 学 部 人 間 情 報 学 科 4 年 5 名，岡 崎 女 子 短

期 大 学 幼 児 教 育 学 科 2 年 16 名 に よ り，計 9 回 （視 線
一

致 型 4

回，従 来型 4 回，実対 面 1 回 ：各 回 60 〜90 分 ）実 施 した （延

べ 調 査数 107 名 ）。

　 2 年 目は，初 年 度 に得 られ た 成 果 と 学 習構 成 に 従 い ，以 下 の

よ うな交 流 学 習 を実 施 しt 各 回 ご と に 質 問紙 調査 に よ り学習 行

動 と 受講 感 を取 得 した 。
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5：目線が合っている時の交流　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　＃IN有意 〔両側検定）
4 ：どちらかと言えぱ，目線が合 ってい る時の 交流
3：両者に違い は無い

2 ：どちらかと言えぱ目線が合っていない時の交流
1：目線が 合 っ て いない 時の 交流

　　　 図 3　視線の 一致不 一・致 に 関す る受講感

　非 課 題型 交 流 ： 自 己紹 介，地 域 差 や 学園 祭 な ど学生 生 活 に 関

す る フ リーデ ィ ス カ ッ シ ョ ン，手遊び や折 り紙 に よ る 協調作業

な ど．両学 生 の 生 活や 学 び を生 か し た 内容で 実施 した 。

　 課 題 型 交流 ：非課 題 型 交 流 か ら 見 出 し た 「大 学 の 学 園祭 で や

るべ きこ と」 「本 シ ス テ ム で 行える 遠隔教育」 な ど を題 目 と し，

事前準備の の ち課題 討 論 を実施 した 。

　分 析 に先立 ち，交流 学 習 は，学 習 者が 主 体 と な る 学 習活動 で

あ る こ と か ら，学 習 の 時 系列に 従 っ た 逐次型多重指標モ デ ル と

仮定 し 「学 習 行 動→学 習 達成感」 と し て，仮説学習モ デ ル の 基

本構 造 を 定 め た 。仮 説 モ デ ル に 従い ，得 られ た 質問 紙調査 結果

を，共 分 散構造 分 析 に よ り，視線
一

致型，従来型，実対面の 3

つ の 学習環境の 多母集団 と して 分析 を実行 した。そ の 結果 2

年 目 の 成 果
圓

と して ，交 流 学 習 に お け る 学 習 因果 モ デ ル を確

立 し た ほ か 次の よ うな知見 を得 た。モ ニ タ
ーを通 じて コ ミ ュ ニ

ケー
シ ョ ン を行 な う，視 線一致 型 と従 来 型 は，一

見 同 じよ うな

学 習 環境 と考 え ら れ る が ，本 先 行 研 究 の 結 果
【111

か ら，両 者 は

異質で あ り，む しろ 視線
一致 型 と実 対 面 は，近 い 学 習 環境 で あ

る こ とが わ か っ た。また，従 来 型 は，他 の 二 つ の 環 境 と 違 い ，

疲 労 に よる 満足 感 の 低 下 が 認 め られ，こ れ を補うた めの 方術が

必 要 で あ る こ とが わ か っ た。

2．2．3　3 年目の 取 り組 み （学習 内容別比較分析）

　早稲 田 大学 人 間 科学部 人 間情 報 学 科 4 年 2 名 3 年 3 名，岡

崎 女 子 短 期 大 学 幼 児 教 育 学 科 1 年 17 名 2 年 16名 に よ り，計

6 回 （視 線一致 型 2 回，従 来型 2 回，実対 面 2 回 ：各 回 90　−

120 分．デ ィ ベ ート実 施 回 の み 計 上 ） 実 施 し た （延 べ 調 査 数

96 名）。

　3 年 目 は ，課 題 型 交流 を 明確化する た め に，デ ィ ベ ートを実

施 し た。先 の 2 年 目 は ．結果 的 に 非 課 題 型 交 流 が 主 とな る 調

査結果 を得た こ とか ら．本稿で は 3 年 目に お け る 交 流 学習の

うち，デ ィ ベ ートを実 施 した際 の 質 問紙 調 査結 果 を．課 題 型 交

流 の デ
ー

タ と定め た。下 記 に，3 年 目の 交 流学 習 内 容 を示す。

　非課題 型 交流 ： 自己 紹介．彑 い の 専 門や 学生 生 活 に 関す る ブ

　 リ
ー

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン，対面 に よる学 園 祭企 画 へ の 参加，な

　 ど を実施 した。

1

5：は い 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊5X 有意，一・klVl有意 （両但1順 定〕
4 ：どちらかとい えば．はい

3 ；どちらでもない

2：どちらかと い えば ．い い え

1：いい え

　　　 図 4　視線 と コ ミ ュ ニ テ ィ
ー形 成 に関す る受講 感

　課 題 型 交 流 ： CSCL を 活用 し、事
．
前に 論 題 を 定め デ ィ ベ ー

ト

　を実施 した 。 なお，対立 グル
ープは 双方の 大学別と．大学間

　混成 に よ っ て 形成 した 。 論題は 学生 間 で 話 し合い 「赤ち ゃ ん

　ポ ス トの 設置 は 必 要 ／ 不 必 要 」 「少 年 犯 罪 の 刑 罰 を 重 くす る

　べ き／べ きで は ない 」 な ど を設 定 した 。

　本稿 で は，2 年 目に 得 ら れ た 学習 因果 モ デ ル を継承 し，非課

題 型 交流 お よ び 課 題 型交流 に 対 し．視 線
一
致型，従来型．実対

面 の 3 つ の 学 習環境の 多母 集 団 （計 6 母 集 団 ） と し て 次章 に

お い て 共分散構造分析 を試み る 。

3 ．結果

3 ．1　 遠 隔 交流 学 習 の 構 成

　図 3 お よ び 図 4 は ，1年 目に 実施 した 質問紙 に お け る 5 段 階

評 定 尺 度 の 回答平 均 値 を示 した。ま た，両 図 に は，各回答平均

値 が，5 段 階 評 定尺 度 の 中立 点で あ る 3 （両 者 に 違い は ない ：

ど ち らで もな い ） に 対 して ，異 な る の か ど うか，t 検定 を 実 施

した結 果 を合 わ せ て示 した。

3 ．1．1　 視 線の一致 不一致 に関 す る受 講 感

　図 3 よ り，特徴 的 な項 目を見 る と，視 線 の
一

致 不
一
致 に よ る

参加 意 欲や 目的 意識 に 関 す る項 目 1 − 1 ．1 − 6，1 − 7，1 −

9 に つ い て は，中立 尺 度 よ り視 線 が 合 う尺 度へ 有 意 に 高 く，楽

しみ なが ら意欲的 に取 り組 む姿勢や，日的 意識 と積極的に 参加

す る 姿勢 は、視線の
一

致が重要 な要 因で あ る こ と が 分 か っ た。

ま た，コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン に 関す る 1 − 2 ．1 − 3 ，1 − 5 は．

どれ も尺度平均値が 4．0 を超え て お り，図 3 中で こ れ らの 値が

突 出 して い る。こ の 3 項 目は，中 立尺 度 よ り視 線 が 合 う尺 度

へ 有 意 に 高 く，視線 が一致す る こ とに よ り・一一定 の 緊 張感 が あ り，

親近 感が 沸 き，コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン が 円滑 に 行 え る こ と が わ か

る。

3 ，1．2　視 線 と コ ミ ュ ニ テ ィ
ー形 成 に 関す る総 合受 講感

　図 4 よ り，特徴的 な項 目を見 る と，遠隔 交流 と視 線に 関す る

項 目 2 − 1．2 − 2 ，2 − 3 は，中立 尺 度 よ り肯定 側 尺 度 へ 有意
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　　　 表 ユ　質問紙調査項目の 因子分析結果 （最尤法 プ ロ マ ッ クス 回転解）

一 一
　　　　 X13 気軽 に 話すことがで きた

パーハ
’
ル　 　X16 発言 しや すかっ た

コミュニケ
ー
ション X12 今回の 交流で は 自分 は参加して い ると感 じた

　 　 　 　 X15 　 　 の 　えなど 伝 えられ た

0，8130
．8030
．6340
．624

　 　 　 　 X19 相 手と視 線が あっ た

ル パーパル 　X22 表情が よくわか っ た

コミュ ニケーション X20 話 して い る相 手が 自分 を見た と思う

　　　　　 X5　 t
して いる　　 い て い る人が どこ て い るの か よく　か っ た

0．8140
．6740
．6390
．524

疲 労

X11 今 回の 交 流 は 疲れ た

X8 全 身に 疲 労感 を感 じた

X7　 号 　 の 　 　が 気に なっ た

0．6830
、6750
．663

満 足 感

X18 臨 場 感 を感 じた

X24 今 回の 交 流 は 意 義 あ る もの だ っ た

X3 今後、交 流をするなら今 日の 形 態 が よい

0．フ960
．4400
．363

p＝ 0．000　　CF工＝ 0．723
RMSEA ＝ 0．054

す

図 5　交流学習の 因果モ デル

表 2　交流学習の 因果モ デル の 総合効果

一 一
一 一；llllll ，，，

− 1
＿＿＿ ＿雌 塞犁＿塞竝亘 SEIII＊＝ waEI1 ＿Sl＄tlaj一
ハ
ー
ハ ル

　 　 　 　 　 　0．259　　　−0．131
コミュ ニケーション

ノンハ
ー
ハ ル

　 　 　 　 　 　0．118　　　　0．471
ユミュ ニケーション

疲 労 　 0．147 　−0．285

0．3600

．3790

．133

O．4］90

．5060

．004

0．126　　 0．314

0．054　　　0．105

−0．214　　
−0．075

非標準化総合効果

に高 く，遠隔交流で は 互 い に視線を意識 して お り，視線が 合う

こ と に よ りコ ミ ュ ニ ケーシ ョ ンが 円滑 に 行 え，か つ ，視線が
一

致 して い る環 境 で は
一

定の 緊 張感が ある こ とが わ か る 。 また，

非課 題 型 交流に 関す る 項 目 2 − 6 ，2 − 7 は，中立 尺度 よ り肯

定 側 尺度 へ 有意に 高 く，2 − 9 は，否 定側 尺 度へ 有意 に 低い こ

とか ら，今回 の よ うな断続的な大学間交流 に お い て は，退屈せ

ず楽 しみ なが ら親近感 を深め られ，学習 コ ミ ュ ニ テ ィ
ー

の 形 成

に 寄与す る 良い 方術で あっ た と考え ら れ る。た だ し，2 − 8 が

有意で は な か っ た こ とか ら，課題 型 交流 の 目的 との 関連 を考慮

した 内容 を設定すれ ば よ り有意 義 な導入 方術 とな る こ とが 分

か っ た。

3．2　遠隔交流学習因果モ デル

　本 研 究 の 学習 モ デ ル は，「学 習 行 動 → 学 習 達成 感 」 と して 基

本構造 を定 め，2 年 目 の 先行研究
［11 ］

と比 較可 能 とす る た め，

同一
の 因子構 造 と，因果 モ デ ル を定 め る。まず，3 年 目に 実 施

した 質問 紙調 査 か ら，表 1 に 示 す 先 行研 究
［lll

と同一
の 項 目内

容 で あ る 21項 目に 対 し，こ の 先 行 研 究 と 同 様 の 方法 （最 尤 法
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プ ロ マ ッ ク ス 回転 解 ） で 因子分 析 を行 っ た結 果　ほ ぼ 同一
の 因

子構造 が 得 られ た （た だ し項 目 x5 ，　 x7 が 入 れ替 わ っ た ）。 こ

れ に よ り，2 年 目に 得 た 因 子 が妥 当 で あ っ た こ と と，3年 目の

調 査 結 果 を同
一

モ デ ル に 投 入 で きる と判 断 し た。最 終 的 に 2 年

目 と 3 年 目の データ を統 合 し因子 分 析 （最 尤 法 プ ロ マ ッ ク ス

回転 解 ） を行 っ た結 果 を表 1に示 す。な お，表 1 の 結 果 は先 行

研究
［11］

と同
一

結果 とな っ た。

　次 い で ，得 ら れ た 因子 よ り，先行研 究
囮

と 同
一

因果 モ デ ル

を構築 し，共分散構造分析 （最尤法で 推定） に て ，多母 集団 同

時分析 を実行 した。そ の 結果，図 5 の 学習因果モ デ ル を得た。

　図 5 の モ デ ル 適 合度 は，Xz 検 定 で 棄 却 さ れ た が ，ホ ル タ
ー

の 臨界標本数 （CN ） を超 え る 202 標本 （N ） で あ る こ とか ら

x2 検定は参照 しない 。ま た，各適合度 は さほ ど良い 値で は な

い が ，モ デ ル 乖離度の 観点か ら RMSEA （Root　Mean 　Square

Error　of 　Approximation ） を参照する と採択 で きる 値で あ り，

構成 さ れ た モ デ ル は 標本分散共分散行列 を説明 して い る と判断

さ れ る。

3．2．1　直接効果

　図 5 よ り，満 足 感 に 対す る 直接 効 果 を検 討す る。バ ーバ ル コ

ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン →満足 感 へ の 係数は，視線一

致型 と実対面 の

み有 意 で ，正 の 規 定 因 を示 した。疲 労 → 満足 感 へ の 係 数 は，従

来型 の み 負 の 値 で 有 意 と な っ た。以上 よ り，非 課 題 型 お よ び課

題型 交 流学 習 にお い て ，視 線一致 型 や実 対 面 に比 べ ，従 来 型 は

疲 労 に よる 満 足 感 の 低 下 が 認 め られ．バ ーバ ル コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン が 円滑 に行 え ない とい う学 習環 境 格差 が 読 み 取 れ る。ま

た．ノ ン バ ーバ ル コ ミュ ニ ケーシ ョ ン →満足 感へ の 係 数 は，非

課題 型 に お い て は．従 来型 が 最 も大 き く次 い で実 対 面 が有 意 で

正 の 規 定 因 を示 し，課 題型 にお い て は，視線
一

致 型 の み有 意 で

正 の 規 定 因 を示 した。こ れ は．両 交流 学 習 の 性 質 の 違 い や 各 因

子 の 複 合 的要 素 が 関連 して い る もの と考 え られ るの で，以 下 の

非標 準 化総 合効 果 と と もに検 討 す る。

322 　総合効果

　 表 2 よ り，非 標 準 化 総 合 効 果 を 検 討 す る 。
バ ーバ ル コ ミ ュ

ニ ケーシ ョ ン か ら満 足 感に 対 す る 総合 効 果 は ，非 課 題 型 交流 に

お い て ，実対面〉 視線
一
致型 〉 従来型 と な り，特 に 従来型で は

負の 規定因 と な っ た。こ れ は 楽 し み な が ら 自由 に 行 な え る 非課

題型 交 流 に お い て，バ ーバ ル コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン を積 極 的 に行

な っ た 学生 が 満足 感 を下 げて い る こ とか ら，明 らか に 学習環境

の 違 い に 対 す る 不 満 感 と考え ら れ る。課題 型 交流 に お い て は，

視 線 一致 型 〉 実対 面 》 従 来型 と な り，従 来型 は 他 の 環 境 に比

べ ，バ ーバ ル コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン を行 ない に くい こ と を示 して

お り，一方，視 線一致 型 は実 対 面 よ り行 ない や す い こ とを示 し

て い る。こ れ は．課 題 交流 と して 設定 した デ ィ ベ ート学習 の 特

性 が現 れ て い る と考 え られ，次 節 に て 考 察 す る。

　 ノ ン バ ーバ ル コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン か ら満足 感 に 対 す る総 合効

果 は，非 課題 型 交流 に お い て ，従 来型 〉 実 対面 〉 視 線
一

致 型 と

な っ た。こ れ は先 の 直接 効 果 よ り，非課 題 型交流 で は 従 来型 の

規定 力 が 最 も高 く，バ
ー

バ ル コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 直接効果 は，

負の 値で 規定力が 有意で は な くなっ て い た こ と と，ノ ン バ ーバ

ル コ ミュ ニ ケーシ ョ ン とバ ーバ ル コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 共分 散

の 値 を 見る と 0，49 と中程度の 正 の 相関 が ある こ とか ら，従来

型 で は 満足 感 を 規定 す る 主 要 因が バ ーバ ル コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

よ りノ ン バ ーパ ル コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン へ ，大きく偏向 して い

る こ と を示 して い る。一
方，課 題 型 交 流 に お け る 同総 合 効 果

は，視 線
一

致 型 》 実 対 面 ≒ 従 来 型 と な っ た。こ れ は，直接 効

果 に お い て も視 線一致 型 の 規 定 力 が最 も大 き く，か つ バ ーバ ル

コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 直 接 効 果 も最 も高 か っ た こ とか ら，両 コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が 円滑 に行な えた 事 を示 して い る。こ の こ と

は，バ ーバ ル コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン と 同様 に，デ ィ ベ ート学 習 の

特性 と して ，次節に て 考察する 。

　疲労か ら満足感に 対す る 総合効果 は，非課題型交流
・
課題 型

交 流 と も に，従 来型 》 視 線
一

致 型 ≒ 実 対 面 と な っ て お り，従

来型 は，先 の 直接効果 と 同様 に，疲労 に よる満足 感の 低下 が 認

め られ ，学 習 環 境格差 が 読 み取 れ る。また，視 線
一

致型 と 実 対

面 は，課 題 型 交流 に 比 べ 非課 題 型 交流 の ほ うが 規 定力が 大 き く，

非課 題 型交流 で は ，あ る程 度疲 労 感が あ るほ うが 満 足 感が 向上

す る こ と も示 さ れ た。

4．考察

　3．1．よ り，遠 隔 交 流 学 習 の構 成 と して ，非課 題 型 交流 の 有 効

性 を中心 に考察す る。TV 会 議 シ ス テ ム を利 用 した遠 隔交 流 学

習 にお い て は，視 線 が一致 す る こ と に よ り，互 い の 親 近感 が 沸

き，円滑 な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が 行 え，目的 意識 の 向 上 や 積 極

性 につ なが る重 要 な要 因 と 考え られ る。また，導入 と して 非 課

題型 交 流 を設 定 す る こ とに よ り，断続 的 な協 調学 習 で も，楽 し

み なが ら互 い の 親 近 感 を深 め られ る有 効 な方術 で あ る こ とが わ

か っ た。特 に視 線 が一致 す る環 境 に お け る非 課 題 型 交 流 で は，

親 近感 が 増 す こ とか ら，学 習 者 コ ミ ュ ニ テ ィ
ー

の 形 成 に 大 き く

寄 与 した もの と 考 え られ る。

　 3，2 ．よ り，遠 隔 交 流学 習 の 各 要 因 の 因果 関 係 を考 察 す る。バ ー

バ ル コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン と疲 労 か ら満 足 感 に対 す る 規 定 因 は，

非 課 題 型 交流 ・課 題型 交 流 と もに，視 線
一

致型 と 実対 面 は 似 た

傾 向を 示 し た。対 し て 従 来 型 で は，特 異 な傾 向 を 示 し，特 に 疲

労 に よ る 満足感の 低下 は，両交流 と もに，格差の ある 異 質 な学

習 環 境で あ る こ と が 示 さ れ た。以 上 よ り，モ ニ タ
ー

を 通 じて コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を 行な う視 線
一

致型 と従来型 は ，一
見同 じ

よ うな学習環境 と考え られ る が，本研究の 結果 か ら両者は 異

質で あ り，む し ろ 視 線一致 型 と 実 対面 は 近 い 学 習 環 境 と い え

る。また，従 来 型 は非 課 題 型 交 流 に お い て 満足 感 に 対 す る ノ

ン バ ーバ ル コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン の 偏向が 示 され，か つ ，バ ー

バ ル コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン と大 き な相関が 認め ら れ た 。こ の こ

と は REkman らの 研 究
［13］

に お い て t
バ ーバ ル コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン に付 随す る，ノ ン バ ーバ ル コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン が重 要で

あ る とい う主張 を確 認す る 結 果 と な っ た。また．人 と人 との コ

ミ ュ ニ ケーシ ョ ン に お い て は，視 線 の 役 割 が重 要 で あ る こ と

が Kendonの 研 究
L14］

か ら知 られ てお り，よ っ て，従 来型 で は

視線が 合わ な い 学習 環境格差を補 う方術が 必 要 で ある こ とが わ
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か っ た。

　特 に 課 題 型 交 流 で は，バ ーバ ル コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン と ノ ン

バ ーバ ル コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン に よる 満足 感の 規 定因が，実 対面

以 上 に 視 線
一致 型 の 方が 高くな っ た。こ れ は，気楽 に 話 し合 え

る 非課 題 型交 流 に対 し，決め られ た論題 で ル
ー

ル に 従い 議 論 を

進 め，勝敗 を決する とい う，デ ィ ベ ート学習の 特性か ら，学生

た ち はお 互 い に，実対面 で は緊張感や 遠 慮な どが 生 じ，視線
一

致型 に 比べ ，一定 の ス トレ ス を生 じた と考 え られ る。こ の こ と

は，実対面 の 質問紙調査 に お ける 自由記述欄 に 「表情が よ く分

か っ たの で 意 見 を言 い に くい な と思 うこ とが あ っ た 」 や 「対 面

交 流 だ と相 手 の ス トレ ス や 緊張 も伝 わ っ て きた」 と書 か れ て い

た こ とか ら，予 測 で きる。以 上 よ り，視 線 一致 型 に よる デ ィ

ベ ート学 習 で は，モ ニ ターを通 す こ とか ら，テ レ ビ の よ うな感

覚で 議 論 が で き，実対 面 に比 ベ ス トレ ス を生 じに く く，その 結

果 バ ーバ ル コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン や ノ ン バ ーバ ル コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン が，実 対面 以上 に行 ない や す い もの と考 え られ る 。 本 結

果は，議論 に不慣 れ な日本人学生 の 特性 と もい える 「遠慮」が，

実対面 に お い て も一
定 の 抵 抗感 を 感 じ さ せ る が，視 線

一
致 型 は

こ の 抵抗感を軽減 させ る装置 とな っ た もの と 考え られ る 。 また，

Kendon の 研究
［14】

に お い て ，会話行動に は ，視線に よ り話す

準備が で きて い る こ とや ，話者へ の 合意 な ど，信 号 や 合図 と し

て の 重要な役割が ある こ とが 示 され て い る 。 デ ィ ベ ー
トは 会話

を主体 と し た学習で あ り，日本人 学生 の 「遠慮」が 視線を認知

す る 行 動 を 阻 害 し，延 い て は デ ィ ベ ー
トへ の

一
定 の 抵抗感 に

な っ た もの と考 え られ る。よ っ て ，図 2 （c ＞の よ うに ゲ イズ

ア ウエ ァ ネス が 成 立 す る視 線一致 型 の 学習環境 は，テ レ ビの よ

うな 感覚 で 遠 慮 す る こ とな く視 線 認 知 が 可 能 で あ る こ とか ら，

デ ィベ ート学 習 で は 実 対 面 以上 の 効 果が 得 られ た もの と考え ら

れ る。

　 3 つ の 学 習 環境 の 違 い に よ り．交 流 学 習が どの よ うに 異 な る

の か ，本 結 果 お よ び 実施 状 況や 質 問 紙調 査 の 自由記 述 欄 を もと

に，その 特徴 を考 察 し以下 に ま とめ る。

　 視 線
一

致 型 ： 学 習 者 は 学 習 の 進 行 や 内 容 に 関 す る 感 想 が 多

　 か っ た。無駄 な時 間 は 少 なか っ た 。対 面 環 境 に 近 い 学習環境

　 と言 える 。

　 従 来型 ： 学習 者 は学 習 内容以 前 に 環境 の 不 自然 さ に 関す る 不

　満 感が多か っ た。話者 の確認や 聞 き返 す な どの 無駄 な時間も

　 散 見 され た。他 の 2 形 態 に比べ 学 習 環境 格 差 が 認 め られ る。

　 実対 面 ：学習 者 は進行 や 内容 に 関 す る 感 想 が多 く，加 え て 対

　 面 す る 緊 張感 や 遠 隔 に 比べ 騒 が し く感 じる と い う感 想 が散 見

　 され た 。 無駄 な時 間 は 無 く，む しろ予 定 時 間 を越 え るほ ど交

　 流 学習 に取 り組 ん で い た。本 来 整 え るべ き学 習 環境 で あ る。

5 ．おわ りに

　本研 究 で は ，3 年 間 に わ た る 実践 的 な大 学 間交 流 学習 と して ，

視線
一

致型 お よび従来 型 TV 会議 シ ス テ ム を利 用 した遠 隔学習

環 境 と実 対 面学 習環 境 に よ る 交 流 学 習 を実 施 し調 査 分 析 した。

その 結 果，得 ら れ た 成 果 は 以下 の よ うに な っ た。
・
大学間 の 遠隔交流 学 習 で は，非 課 題 型 ・課 題型 に分 類 し，交

　流 学 習 の 構 成 を明確 化 す る こ とが 有 効 で あ る

・非 課題 型 交流 ・課 題型 交流 と もに，視 線が
一
致す る遠 隔学 習

　環境 は，実対 面 に 近 い 学 習 環境 で あ る

・非課 題 型 交流 に お い て，視 線 が
一

致 す る環 境 で は，親 近感 が

　 よ り増 す

・
従来型 で は視 線 が合 わ ない 学習環 境格 差 を補 う方 術 が 必要 で

　 あ る

・
デ ィ ベ ート学 習 は，実対 面 学 習環 境 に 比べ 視線

一
致 型 に よ る

　遠 隔学習 環境 の 方 が効 果 的 で あ る

　本 成果 を受 け，今 後 は さ らに 調査 を継 続 し，詳細 な学 習行 動

と 学 習効 果 に お け る因 果 関係 を明 らか に す る と と もに よ り高

次 な 課題 型 交流 学 習 と して，共 同卒 業研 究等 を実施 す る。加 え

て，現在 まで わ か っ た，従 来 型 に お け る学 習 環 境格 差 を，補完 ・

是 正 す る有効 な方術 を考案 し，そ の 効 果 を測 定 評価す る 必要 が

あ る 。

　 また ，本研 究 で は 2 地点 間 にお け る 遠 隔教 育 を実 施 した が，

今後は ，こ れ を拡張 し多地点間 に お け る遠隔教育にお い て ，よ

りゲ イ ズ ア ウ エ ア ネス が 要 求 さ れ る と予 想 さ れ る こ とか ら，同

研 究を行う意義が あ る もの と考え られ る 。
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